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次
の
グ
ラ
フ
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
約
一
か
月
経
過
後
に
、
各
避
難
所
で
の
食
料
の
過
不
足
を
調
べ
た
調
査
結
果
で
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
か
ら
読
み
取
れ

る
課
題
と
必
要
な
対
策
に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
考
え
を
八
〇
〇
字
程
度
で
述
べ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
対
策
に
つ
い
て
は
、
誰
が
何
を
す
る
の
か
、
様
々

な
視
点
で
考
え
て
、
具
体
的
に
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。

Tsuboyama-Kasaoka N, Hoshi Y, Onodera K, et al. What factors were important for dietary improvement in emergency shelters after the 
Great East Japan Earthquake? Asia Pac J Clin Nutr 2014; 23(1): 159-166 の Table 2 を基に作図。
調査の対象は、東日本大震災の被害を受けた A市内に設置された避難所で、震災が起きた2011年3月11日から約1か月後の4月4日～5日に、
調査が実施されました。
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東日本大震災における避難所での食料品の過不足(施設数の割合：％）
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図の読み取り方の例：図の数値は、有効回答が得られた 67 施設のうち、各食品群について「不足」あるいは「過剰」と回答した施設数
の割合（％）です。例えば、穀類は 25.4% の施設が「過剰」、3.0% の施設が「不足」と回答していました。


